








膣内と子宮内細菌叢の改善方法

移植前に経口的に摂取することで、膣内や子宮内細菌叢環境の乱れの
原因となる菌を抑制し、ラクトバチルス菌が優勢な環境を作ります。

服用するフラジール薬剤は感染症で用いられるような強い
抗生剤ではないため、良い菌まで殺すことはありません。

■フラジール薬剤の処方について

検査は、膣内と子宮内の同時実施ですが、処方は医師の判断によ
り個々に行います。

■抗生剤の処方を希望する場合の流れ

胚移植周期の５日目までに来院し、診察時に医師にお申し出く
ださい。

＊血液疾患や肝機能障害のある場合は併用できません。

　また服用後、手のしびれや皮膚の浮腫、口粘膜のびらんなどが現れた場合には、  

　直ちにクリニックまでご連絡ください。

■対象：体外受精―胚移植　患者
＊まだ新しい研究であり、タイミングや人工授精はエビデンスを示す論文がない

　ため対象外です。

　但し、ご希望の方は診察時に院長までお申し出ください。

膣内環境・子宮内細菌叢改善
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錠剤：1回１錠を朝食後と夕食後 30 分の２回服用×５日間
※胚移植周期の場合は、胚移植の３日前までに服用を完了。

タイミング、人工授精周期の場合は、予定排卵の３日前までに服用完了。

1,500 円（税別）

下痢、悪心、軽度腹痛、着色尿（暗赤色尿）などの抗生物質

の副作用

他の抗生物質と一緒に服用しても問題ありません。

注意事項 服用中、飲酒は禁止です。


